
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

　　40人　　（うち単位互換定員　4人）　 　９時１０分～１０時４０分（９０分）　「毎週金曜日」

　　茶道と日常生活のマナーについて（禅語の説明、床飾りや茶花について説明）。「茶道文化Ⅰ」と同様、個々の学生が薄茶点前を習得するために少人数で
の実技指導を中心とする。茶道大会間際には、役割別の指導を行う。
　到達目標　①一人でスムーズな点前ができるようになる　②おいしい煎茶の入れ方を学ぶ　③茶会に関する基本的知識を習得する　④マナーや作法を学校
や社会生活で役立てる　⑤茶道大会の茶席運営に参加し、役割を果たす

開  講  場  所 本学キャンパス 実習費3,000円程度

選  考  方  法 書類選考 実技なので、必ずⅠから受講してください。

連　　絡　　先 長崎短期大学　事務局　TEL 0956-47-5566　FAX 0956-47-5596

科目内容

履  修  年  次 １年次以上 レポート、筆記試験などの総合評価

大     学     名 長崎短期大学 安部直樹（非常勤講師）・嶋内麻佐子（非常勤講師）・萩原宏美（講師）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 １時限

単  　位　  数 １単位 平成２４年９月２４日（月） ～ 平成２５年２月２日（土）

授  業  定  員

科 目 番 号 ２B‐１ 茶道文化Ⅱ

連　　絡　　先 長崎短期大学　事務局　TEL 0956-47-5566　FAX 0956-47-5596

科目内容

本学キャンパス 実習費3,000円程度

　　茶道と日常生活のマナーについて学ぶ（禅語の説明、床飾りや茶花について説明）。個々の学生が薄茶点前を習得するために少人数での実技指導を行う
（座礼、立礼、和室での立ち居振る舞い）。「割り稽古」と呼ぶ点前指導の方法に沿った、授業ごとの段階的目標を定める（服紗、茶巾、茶道具の取り扱い、手前
の流れ）。
　到達目標　①茶道に関する基本的な知識を学ぶ　②茶室・茶道具の名称や使用法を学ぶ　③思いやりの心や物を大切にする心を学ぶ　④茶道実技の基礎
である薄茶点前を習得する　⑤マナーや作法を家庭や学校で役立てる

選  考  方  法 書類選考 実技なので、必ずⅠから受講してください。

開  講  場  所

教養 ・ 専門別 教養 １時限

単  　位　  数 １単位 平成２４年４月９日（月） ～ 平成２４年８月６日（月）

授  業  定  員 　　40人　　（うち単位互換定員　4人）　 　９時１０分～１０時４０分（９０分）　「毎週月曜日」

履  修  年  次 １年次以上 レポート、実技試験などの総合評価

開　講　形　態 既存科目　・　前期 月曜日

哲学

科 目 番 号 １B‐２ 茶道文化Ⅰ

大     学     名 長崎短期大学 安部直樹（非常勤講師）・嶋内麻佐子（非常勤講師）・萩原宏美（講師）



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間
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その他

科 目 番 号 ２Q‐２ 女性学

大     学     名 長崎短期大学 川原　ゆかり（保育学科　教授）

単  　位　  数 ２単位 平成２４年９月２４日（月） ～ 平成２５年２月２日（土）

授  業  定  員 　　50人　　（うち単位互換定員　5人）　 １４時５０分～１６時２０分（９０分）　「毎週水曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　後期 水曜日

教養 ・ 専門別 教養 ４時限

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 長崎短期大学　事務局　TEL 0956-47-5566　FAX 0956-47-5596

履  修  年  次 １年次以上 筆記試験・レポート・授業態度などの総合評価

開  講  場  所 本学キャンパス なし

　女性学とは何かについて学ぶ：歴史的・社会的・文化的・法的変遷の中の女性の生き方について知る。女性とエンパワーメントについて見識を高める。
　フェミニズムの過去・現在・未来について考察する：フェミニズムの思想と運動家達の活動を知る。家族とジェンダーについて学習する。
　女性史を学ぶ：自分の女性としての価値観を再認識する。保育者としての生き方を再確認する。
　少子化に向かう家族と母親意識について学ぶ：女性の職業意識について理解を深める。女性であることと母親であることを考察する。
　女性と犯罪について学ぶ：DVに見る女性の生き方を考察する。女性行政の歴史・現状と課題について学ぶ。

科目内容


